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令和５年度 12月定例教育委員会会議 

                  

開催日時 令和 5年（202３年）12月 20日 

午後 3時 30分～午後４時２０分 

開催場所 さんくす３番館５階 第１会議室 

出席委員 

 

 

 

 

教  育  長   西川 俊孝 

委      員   福田 知弘 

委      員   和田 光代 

委      員   飴野 仁子 

委      員   谷池 雅子 

欠席委員 教育長職務代理者   安達 友基子 

出 席 説 明

員 

学 校 教 育 部 長  山下 栄治 

地 域 教 育 部 長  道場 久明 

教 育 監  植田 聡 

学校教育部次長教育総務室長兼務  落 俊哉 

学校教育部次長学校教育室長兼務  角田 睦 

地域教育部次長放課後子ども育成室長兼務 堀 哲郎 

教 育 未来創生室 長  薬師川 晃 

学校教育部総括参事  平野 和男 

保 健 給 食 室 長  小西 正晃 

教 育 セ ンター所 長  木谷 美香 

学校教育部総括参事  大江 慶博 

青 少 年 室 長  大川 雅博 

教 育 総 務 室 参 事  紙谷 昌明 

学 校 管 理 課 参 事  大友 瑞穂 

教育未来創生室参事  木村 匡志 

教 職 員 課 長  大江 健規 

教 育 セ ン タ ー  野村 武志 

博 物 館 長  高橋 真希 

青少年クリエイティブセンター館長  池原 寛治 

放課後子ども育成室参事  中村 暢之 

情 報 政 策 室 参 事  濱田 周一 

教育未来創生室主幹  土井 俊佑 

情 報 政 策 室 主 幹  松井 大祐 

 

 

 

       

 

 



 

議事内容 

 

〇西川俊孝教育長  

ただいまから 12月定例教育委員会会議を開 

催いたします。 

  安達教育長職務代理者は、本日欠席されます。 

署名委員に和田委員を指名いたします。 

それでは本日の傍聴席の数について事務局か 

ら説明してください。 

 

〇落俊哉学校教育部次長教育総務室長兼務 

本日の傍聴席の設置可能数は１０席でござい 

ます。現在の傍聴希望者数は 4名でございます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、本日の傍聴は１０名まで許可したいと 

思いますが、いかがでしょうか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、本日の傍聴は１０名まで許可し 

ます。 

 

－ 傍聴者入場 － 

 

〇西川俊孝教育長 

議事に入る前に事務局より、報告事項がありま 

すので、お願いします。 

 

〇紙谷昌明教育総務室参事 

先月の１１月定例教育委員会会議において、議 

案番号に誤りがございましたので、お手元に配付

させていただいております、正誤表のとおり御報告

させていただきますとともに、謹んでお詫び申し上

げます。 

 

 

〇西川俊孝教育長 

事務局からの報告が終わりましたので、議事に 

入りたいと思います。 

〇西川俊孝教育長 

それでは、日程第１、議案第８２号「吹田市立小 

学校及び中学校の管理運営に関する規則の一部

を改正する規則の制定について」を議題といたし

ます。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇大江健規教職員課長 

日程第 1、議案第 82 号「吹田市立小学校及び

中学校管理運営に関する規則の一部を改正する

規則の制定について」御説明申し上げます。 

議案書3ページ及び 5ページを御覧ください。 

本市では、今年度より、働き方改革に係る施策と

して、給食費の公会計化、学校徴収金の一括徴収

を実施することとなりました。 

このことから、事務職員の職務内容を抜本的に

見直すこととなり、それに伴って、改めて規則の見

直しを検討し、今般議題とさせていただいておりま

す改正を、行うこととしたものでございます。 

学校組織における唯一の総務、財務等に通じる

専門職である事務職員について、学校組織マネジ

メントの中核となる校長、教頭の業務負担が増加

するなどの状況にあって、学校におけるマネジメント

機能を十分に発揮できるようにするため、事務職

員がその専門性を生かして、学校の事務を一定の

責任を持って自己の担任事項として処理し、より主

体的積極的に校務運営に参加することが期待され

ることから、平成 29 年 3 月に学校教育法が一部

改正され、事務職員の職務規定が、事務職員は事

務に従事するから、事務職員は事務をつかさどる

に見直されました。 

この趣旨を踏まえ、規則第14条第3項の文中、

「担任事務を処理する」を「担任事務をつかさどる」

に、同様に第 15 条の第 3 項の文中を「担任事務

をつかさどる」に、第 16 条第 3 項の文中、「事務

に従事する」を「担任事務をつかさどる」と改正い

たします。 

なお、資料中に記載はありませんが、第 13 条に

規定されている主幹につきましては、現行担任事

務を掌理するとなっており、つかさどると同意であ

ることから、改正はいたしません。 



 

以上御審議いただき、御承認いただきますようお

願いいたします。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、日程第１、議案第８２号「吹田

市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則

の一部を改正する規則の制定について」を承認し

ます。 

 

〇西川俊孝教育長 

  次に、日程第２、議案第８３号「吹田市立博物館

協議会委員の委嘱について」を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇高橋真希博物館長 

日程第 2、議案第 83 号吹田市立博物館協議

会委員の委嘱について御説明申し上げます。 

議案書 7ページを御覧ください。 

博物館協議会は博物館の運営に関し、館長の

諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる

機関でございます。 

このたびの委嘱は委員12名のうち、10月の教

育委員会会議で御承認いただきました 10 名を除

く、2 名の公募委員について、本年 11 月 30 日を

もって任期満了となることによるものでございます。 

恐れ入りますが 9 ページの被委嘱者名簿を御

覧ください。 

八代 健志様と小田 忠文様は、4 名の応募の

中から選考委員会で選考された方でございます。 

八代様は 4期目、小田様は 2期目の委嘱となりま

す。 

以上 2名の方でございます。 

委嘱期間につきましては、令和6年1月1日か

ら、令和 7年 12 月 31 日までの 2年間でござい

ます。今回の委嘱により、吹田市立博物館協議会

委員は男性が10名、女性が 2名の計12名とな

ります。 

以上簡単な説明でございますが、御審議いただ

き、原案通り御承認いただきますようお願い申し上

げます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、日程第２、議案第８３号「吹田

市立博物館協議会委員の委嘱について」を承認

します。 

 

〇西川俊孝教育長 

次に、日程第３、報告第１６号「吹田市情報通信

技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

について」を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇松井大祐情報政策室主幹 

  日程第3、報告第16号「吹田市情報通信技術

を活用した行政の推進に関する条例の制定につ

いて」御説明いたします。 

13 ページをお願いいたします。 

令和元年度（2019 年度）に改正されました

「情報通信技術を活用した行政の推進等に関する

法律」におきまして、手続等における情報通信技術

の活用推進が地方自治体の努力義務とされてお

ります。 



 

これを受けまして、条例等に基づく手続等に関し、

従来の書面等による方法に加え、電子情報処理組

織を使用する方法その他の情報通信技術を利用

する方法により行うために必要な事項を定める通

則条例、通称「デジタル手続条例」を新規に制定

しようとするものについて、「吹田市教育委員会の

権限に属する事務の教育長に対する委任等に関

する規則」第 4 条第 2 項の規定基づき令和 5 年

11 月定例会議案を臨時に代理いただきましたの

で御報告するものです。 

条例案の内容でございますが、まず、第１条につ

きましては、本条例の目的について、第２条につき

ましては、本条例で用いる用語の定義をそれぞれ

定めるものでございます。15 ページをお願いいた

します。 

第３条及び第４条につきましては、他の条例等の

規定において書面等により行うことが規定されて

いる申請等及び処分通知等につきまして、当該規

定にかかわらず、電子情報処理組織を使用する方

法により行うことができることをそれぞれ定めるも

のでございます。 

16 ページをお願いいたします。 

第５条及び第６条につきましては、他の条例等の

規定において書面等により行うことが規定されて

いる縦覧等及び作成等につきまして、当該規定に

かかわらず、電磁的記録により行うことができるこ

とをそれぞれ定めるものでございます。 

第７条につきましては、内容に虚偽がないかどう

かを対面で確認する必要がある手続等を、本条例

の適用除外とすることを定めるものでございます。 

17 ページをお願いいたします。 

第８条につきましては、申請等の添付書類の省

略に係る必要な事項を、第９条につきましては、情

報通信技術を活用した行政の推進状況の公表に

ついて、それぞれ定めるものでございます。 

第 10 条は、委任規定でございます。 

附則でございますが、本条例は令和６年（2024

年）２月１日から施行することといたしております。 

報告第 16 号の説明は以上でございます。 

なお、参考資料といたしまして、１８ページから２

３ページに、本条例の施行規則案及び本案の概要

をお示しいたしております。 

 以上簡単な説明ではございますが、御審議い

ただき、御承認賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、日程第３、報告第１６号「吹田

市情報通信技術を活用した行政の推進に関する

条例の制定について」を承認します。 

それでは、職員入れ替えのため暫時休憩します。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、会議を再開いたします。 

日程第４、報告第１７号「令和５年１１月市議会

定例会提案の令和５年度補正予算案について」を

議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇紙谷昌明教育総務室参事 

日程第 4、報告第 17 号「令和 5 年 11 月市議

会定例会提案の令和 5 年度補正予算について」

御説明申し上げます。 

恐れ入りますが議案書 25 ページを御覧くだ

さい。 

本件は、議決すべき補正予算案件に係る、教

育委員会の意見聴取につきまして、「吹田市教

育委員会の権限に属する事務の教育長に対す

る委任等に関する規則第 4条第 2 項」の規定に

基づき、令和５年 11 月 20 日付けで臨時に代理

させていただきましたので、御報告申し上げる



 

ものでございます。 

議案書 31 ページを御覧ください。 

歳出補正予算の内容につきましては、次の２

点でございます。 

まず、１点目は山田第五小学校と山田第三小

学校の統合に係る会計年度任用職員の報酬や

共済費等の増額 

2 点目は教職員用更衣休養室の環境改善業務

に伴う需要費、備品購入費の増額でございます。 

歳出補正予算の金額につきましては、議案書

にお示しのとおりです。 

なお、教職員用更衣休養室の環境改善業務に

おける小学校管理運営費の歳出増額に伴う歳

入につきましては、議案書 29 ページ、諸収入

の雑入において見込まれる金額を計上してお

ります。 

最後に、議案書 33 ページを御覧ください。 

債務負担行為の補正でございます。 

追加といたしまして、「医療的ケア看護師派

遣業務」、「太陽の広場委託モデル事業運営業

務」、「旧西尾家住宅保存修理・耐震対策第１期

工事」、「吹一地区公民館及び吹一地区高齢者い

こいの間移転建替工事設計業務」、これら４件

につきまして、お示しの期間と限度額を追加す

るものでございます。 

以上簡単な説明ではございますが、御審議い

ただき、御承認賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、日程第４、報告第１７号「令和５

年１１月市議会定例会提案の令和５年度補正予

算案について」を承認します。 

次に、日程第５、報告第１８号「吹田市立小・中

学校屋内運動場空調設備整備事業契約の締結

について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇大友瑞穂学校管理課参事 

  日程第5、報告第18号「吹田市立小中学校屋

内運動場空調設備整備事業契約の締結について」

御説明申し上げます。 

恐れ入りますが、議案書の 51 ページをお願い

いたします。 

本件は、議決すべき契約案件に係る教育委員

会の意見聴取につきまして、「吹田市教育委員会

の権限に属する事務の教育長に対する委任等に

関する規則」第 4条第 2項の規定に基づき、令和

5 年 11 月 20 日付で、臨時に代理させていただ

きましたので、御報告申し上げるものでございます。 

本契約案件につきましては、公募型プロポーザ

ル方式により、去る9月7日に優先交渉権者が決

定いたしましたことから、民間資金等の活用による

公共施設等の整備等の促進に関する法律、いわ

ゆるＰＦＩ法に基づき、事業契約を締結しようとする

ものでございます。 

なお、本件に係る予算につきましては、令和 5年

2 月市議会定例会におきまして、債務負担行為と

して御議決いただいたものでございます。 

恐れ入りますが、議案書の 53 ページをお願い

いたします。 

本事業の概要につきましては、吹田市立小学校

36 校、中学校 18 校の体育館に、令和 8 年 3 月

末までに、空調設備及び非常用発電設備を整備

するもので、設計から施工、工事監理、その後の維

持管理までを行うものでございます。 

なお、事業全体の履行期間につきましては、議

決後から令和 23 年 3 月 31 日までとなっており

ます。 

契約金額につきましては、46 億 9,939 万

6,955 円で、その内訳といたしましては、設計施工

等のサービス対価が 40 億 8,294 万 2,611 円、 



 

維持管理のサービス対価が6億1,645万4,344

円でございます。 

契約の相手方につきましては、本事業を実施す

るために新たに設立された特別目的会社の吹田

屋内運動場空調株式会社でございます。 

なお、参考資料といたしまして、55 ページから

57 ページに、特別目的会社の履歴事項全部証明

書の写し及び本事業に係る供用開始予定時期を

お示ししておりますので、御参照いただきますよう

お願いいたします。 

以上簡単な説明でございますが、御審議いただ

き、御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、日程第５、報告第１８号「吹田

市立小・中学校屋内運動場空調設備整備事業契

約の締結について」を承認します。 

次に、日程第６、報告第１９号「吹田市立学校条

例の一部を改正する条例の制定について」を議題

とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇木村匡志教育未来創生室参事 

  議案第 19 号「吹田市立学校条例の一部を改

正する条例の制定について」 御説明申し上げま

す。 

  学校規模適正化実施計画（第２期）に基づきま

して、山田第五小学校を、令和７年３月末をもって

廃止し、同年４月に山田第三小学校に統合するた

め、令和７年４月１日付けで施行予定の吹田市立

学校条例の改正案について、「吹田市教育委員会

の権限に属する事務の教育長に対する委任等に

関する規則」第 4条第 2項の規定に基づき、同規

則第２条第７号に規定する「教育事務に関し市長

の作成する議会の議案に対する意見に関すること」

につきまして、臨時に代理いたしましたので御報告

するものです。 

 本条例の改正につきましては、63 ページの「吹

田市立学校条例現行・改正案対照表」を御覧くだ

さい。 

改正内容は、第２条第23号の山田第五小学校

の設置に係る規定を削除するものです。 

また、64 ページの「吹田市留守家庭児童育成

室条例現行・改正案対照表」を御覧ください。 

山田第五小学校の山田第三小学校への統合に

伴い、山五留守家庭児童育成室を、山三留守家

庭児童育成室へ統合を行うため、吹田市留守家

庭児童育成室条例第２条第 23 号の山五留守家

庭児童育成室の設置に係る規定を削除するもの

です。 

以上簡単な説明でございますが、御審議いただ

き、御承認いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇福田知弘委員 

  本会議の方では、どのような質問や御意見があ

りましたでしょうか教えていただけますか。 

 

〇土井俊佑教育未来創生室主幹 

本会議ですが、5 つの会派から御質問をいただ

いております。 

各会派からいただいた主な質問と答弁の内容

を御紹介させていただきます。 

まず、大阪維新の会からは、「11 月 22 日付の

読売新聞に、これから議会に提案する山五小の統

合について、決定事項と誤解されるような記事が

掲載された経緯について」の御質問や、「特認校



 

制の導入について」の御質問を受けました。 

新聞記事につきましては、定例記者会見で内容

を正確にお伝えしたことや、後日、記者の方に誤解

を招く内容であることをお伝えしたという答弁をさ

せていただいております。 

吹田党からは「賛成派にはどのような声がある

のか」といったものや、「新しい学校に慣れるまで

の対策について」の御質問がございました。 

それに対して賛成の意見は、例えば、「過小規模

校については教育委員会と同意見で、今回否決さ

れれば、引っ越しを考える」、「児童の本当の教育

成長を考えれば、統合は仕方がない」といった御

意見を紹介させていただきました。 

また、新しい学校に慣れるまでの対策としまして、

教職員の人事面での配慮や職員の増員、児童の

交流事業について答弁いたしました。 

参政党からは、「丁寧な対話を通じて合意形成

を図るべきであること。」また、「不信感を抱かして

いる要因は何か」といった御質問がございました。 

それに対しまして、「アンケートの実施や複数回

の説明会を通して、丁寧に対応してきたこと」、「反

対ばかりではなく、賛成意見もあること」、「学校に

行くことが楽しみになるような取り組みについて、

一緒に考えていきたい」と答弁をさせていただいて

おります。 

共産党からは、「子どもとの意見交換の場を持

つべき」、「小学校は地域の核であるから、住民の

合意が欠かせない」といった御質問をいただきま

した。 

それに対しまして、「統合の議論は賛否が分か

れるため、そこに子どもたちを巻き込むべきではな

い」、また、住民の合意については、「市長部局が

統合によって地域に与える影響について適切に対

応し、教育委員会は、教育環境の改善について取

り組む」と答弁をさせていただきました。 

最後になりますが、市民と歩む議員の会からは、

「パブリックコメントの内容について」や、「子どもの

声を聞く場を早期に設けるべきである」との御質

問をいただきました。 

これに対しましては、「パブリックコメントの主な

意見について」や、「統合後に児童や保護者、それ

から教職員に意見を聞いて、前向きな検討を進め

る」旨の答弁をしております。 

以上簡単な説明でございますが、御審議いただ

き、御承認いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

〇和田光代委員 

文教市民常任委員会における内容を教えてい

ただけますか。 

 

〇木村匡志教育未来創生室参事 

今回、山田第五小学校の統合につきましては、

文教市民常任委員会に付託をされ、12 月 11 日

と12日の2日間にかけて御審議いただきました。 

そこで出た各会派の主な質問や意見を御紹介

させていただきます。 

まず、自民党ですが、「過小規模校化により子ど

もたちが転出する傾向が大いに認められる」といっ

た御意見や、「北千里小学校の統廃合のときにも

問題や混乱がなく、今回も大丈夫ではないか」と

いうような御意見いただきました。 

次に公明党でございますが、「なぜ統合急ぐの

か」、「過小規模校の問題点は何か」といった御質

問や、「今回の統合に関する賛成意見はどのよう

なものがあるのか」、「統合後に子どもたちがよか

ったと思って楽しんで学校に行けるようにすべきで

ある」といった御意見でございました。 

続きまして、大阪維新の会ですが、「過小規模校

化が事前にわかっていたのであれば、もっと早く着

手をすべきだったのではないか」、「統合に向けた

児童や保護者への取り組みが重要でどのように

考えているのか」、「統合に至るまでの検討経過に

ついて」説明を求められました。 

参政党、共産党、市民と歩む議員の会につきま

しては、「プロセスに問題がある」といった御意見

や、「子どもたちや地域の声を聞いて進めるべき」

という御意見がございました。 

 

〇和田光代委員 

委員会での審議の結果はどうなりましたか。 

 



 

〇木村匡志教育未来創生室参事 

文教市民常任委員会は、9 人の委員で構成さ

れておりまして、委員長を除く 8 名で採決されまし

た。その結果、賛成が 6 名、あと反対が 2 名で承

認されました。 

 

〇福田知弘委員 

今の御意見の中で、反対された理由について教

えていただけますか。 

 

〇薬師川晃教育未来創生室長 

当該委員会におきまして、反対された委員のそ

の理由について、複数お示しをさせていただきます。 

まず、令和 4 年度にアンケートを実施いたしまし

たが、回答した保護者というのが、学校規模適正

化のためのアンケートという認識をしていなかった

のではないかと。 

今回、このアンケートの結果をもとに進められて

いるということ、これを理由として反対をしていると

いうこと。 

統合に対する子どもたちの手紙について、市長

が目を通していないのではないかということ。 

過去の統合に向けたプロセスに問題がある。 

統合につきまして、教育委員会の中だけで決定

の答えを出したということ。 

過小規模校になることが児童推計上わかった

時点で、本来検討すべきではないかという教育委

員会もこの点反省しているにもかかわらず、今回の

決定を改めていないこと。 

保護者等の認識のずれに耳を傾けずにスケジュ

ールを変更しないこと。 

こういった御意見をもとに反対をされているとい

うことでございました。 

 

〇福田知弘委員 

  今の議会の議論と、それから委員会による議論

を踏まえて今後の流れについて教えていただけま

すか。 

 

〇薬師川晃教育未来創生室長 

  明後日 12 月 22 日に市議会の本会議がござ

いまして、当該条例の討論採決がなされます。 

ここでの議決が最終の決定となります。 

まず、可決された場合につきまして、来年の 1 月

から 3 月にかけまして、教職員の両校に 2 名ずつ

増員をし、児童の交流事業等の取組について検討

や準備の実施をいたします。 

合わせまして、児童や保護者に対して、新たに学

校に行くことが楽しくなるような取組について、御

意見を聞く場を設定する予定としております。 

その後、新年度の 4 月から交流事業等の取組

みを進めていく予定にしております。 

一方で、否決をされた場合でございますが、山

五小学校と山三小学校との統合ができないという

ことになりまして、山田第五小学校の児童数が減

少し続けます。 

そして、教育環境の悪化が継続するということに

なります。 

今後、状況が大きく変わらない限りは、新たに議

会への提案というのは、できないということになって

います。 

 

〇福田知弘委員 

この件について、陳情が提出されていたと伺って

いますが、その取り扱いについて、事務局から説明

してください。 

 

〇紙谷昌明教育総務室参事 

令和５年１１月２７日付で提出されました陳情に

つきましては、１０月２３日の臨時教育委員会会議

において、議論された内容と同主旨のものであっ

たため、吹田市教育委員会会議規則第２１条第２

項に基づき、会議に付議しないことを決定しており

ます。 

なお、陳情書と同時に提出されました、子どもた

ちの声につきましては、要望として教育委員会事務

局で受け付けております。 

要望につきましては、これまでの取り扱いの通り、

教育委員の皆様にはすでにメールにて子どもたち

の声について閲覧できる旨をお知らせさせていた

だいております。 

今回提出されました陳情並びに子どもたちの声



 

についての取り扱いは以上でございます。 

 

〇西川俊孝教育長 

子どもたちの声については、私もすべて読んで

おりますが、教育委員の皆様から何か御意見や御

感想などございましたらこの場で御発言をお願い

します。 

 

〇飴野仁子委員 

今回の子ども意見として提出されたものを参考

資料として、読ませていただきました。 

  学校統合については、賛成・反対、色々な意見

があるというのは、十分理解しております。 

学校の教育環境を整える上で、大人たちが子ど

もたちに対し、今、取組んでいることについて、どの

ような説明をされているのか、気に掛かる御意見

が散見されていると感じました。 

 

〇和田光代委員 

  私も子どもたちのお手紙を読ませていただきま

した。子どもたちの手紙の中で、山田第五小学校

と、小学校の友達、先生が大好きということがすご

く伝わってきました。 

伝わってきたというところで、このまま置いておい

てはいきません。大好きということと、山三小学校と

の統合の不安が手紙から、しっかり伝わってきまし

た。 

しっかり不安を取り除くような取組みをしていた

だいて、精神的なケアや通学の問題をすべて取り

除いて、子どもたちと向き合いながら、統合に向け、

取組んでいただければと思います。 

よろしくお願いしたいと思います。 

 

〇谷池雅子委員 

私も子どもたちの声全部読ませていただきまし

た。 

子どもたちが、少人数の今の学校を愛している

ということ、楽しく過ごしているということがわかって、

胸を打ちました。 

一方で、この姿は要するにずっと続くものではな

く、いろいろな要因で少人数校の課題が出てくると

予測されています。 

その想定を基に今回の流れになっているという

背景を、やはり子どもたちにも保護者にも十分に

説明し、理解していただくということは極めて重要

かと思いました。 

子どもたちの意見は子どもたちの現在の意見と

して非常に尊重する必要があり、統合後も楽しく学

校へ行けるように、それはもう最大限にサポートす

る必要があります。 

一方で大きな視点で見たときに、これが必要な

決定であるということを皆様に理解していただくと

いう努力は必要だと感じました。 

以上でございます。 

 

〇福田知弘委員 

感想を拝見し、子どもたちにとって学校がすごく大

事だということはすごくひしひしと感じております。 

それから、全体を見ますとやはり児童の数が減って

きて、どこかで決断・決定をしていかないといけな

い、それも、今日や明日に決めるのではなくて 1 年

ごとが勝負ということであります。 

そのような中で、変化、環境が変わっていくことに

対し、すごく怖いと感じるのは誰もがそうだと思いま

す。その不安を取り除いていく努力は、教育委員の

方、教育委員会の方でできるだけたくさん検討して

きた上でこれから実施に移していくということなの

で、これまでのことを含めて、十分に理解をしてい

ただければと私は考えております。 

何もすぐに決めて、何も十分に検討せずにここま

で来たわけじゃなく、長い時間を掛けたことと、内部

でまず検討して、外にパブリックコメントをして今に

至るというプロセスも、理解していただければと思

いますし、今これからまた、勝負となる部分があると

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、他に質問、御意見はございませんか。 

御意見がないようですので、日程第６、報告第１

９号「吹田市立学校条例の一部を改正する条例の

制定について」を終わります。 

次に、日程第７、報告第２０号「吹田市立教育セ



 

ンター条例の一部を改正する条例の制定について」

を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇野村武志教育センター参事 

日程第７ 報告第２０号「吹田市立教育センター

条例の一部を改正する条例の制定について」 御

説明申し上げます。 

恐れ入りますが、議案書６５ページを御覧くださ

い。 

令和 6 年４月に教育センターが移転することに

伴い、令和 6年 4月 1日付で施行予定の条例改

正について、「吹田市教育委員会の権限に属する

事務の教育長に対する委任等に関する規則」第 4

条第 2項の規定基づき令和5年 11月定例会議

案を臨時に代理いたしましたので御報告するもの

です。 

本条例の改正につきましては、６９ページの「吹

田市立教育センター条例現行・改正案対照表」を

御覧ください。 

教育センターの所在地を現在の出口町 2 番 1

号から吹田市佐竹台１丁目６番３号に変更するこ

ととなります。 

以上簡単な説明ではありますが、御審議いただ

き、御承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、日程第７、報告第２０号「吹田

市立教育センター条例の一部を改正する条例の

制定について」を承認します。 

次に、日程第８、報告第２１号「吹田市立青少年

クリエイティブセンター運営審議会委員の解嘱に

ついて」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇池原寛治青少年クリエイティブセンター館長 

  日程第 8、報告第 21 号「吹田市立青少年クリ

エイティブセンター運営審議会委員の解嘱につい

て」御説明申し上げます。 

議案書 71 ページをお願いいたします。 

吹田市立青少年クリエイティブセンター運営審

議会委員の解嘱につきましては、「吹田市教育委

員会の権限に属する事務の教育長に対する委任

等に関する規則」第 4 条第 2 項の規定により、令

和 5 年 11 月 30 日付けで 1 名の委員の解嘱に

ついて臨時に代理しましたので、御報告するもの

でございます。 

被解嘱者は、和田 知子様で、公募市民として

委嘱しておりましたが、本人より辞任届が提出され

たものです。 

今回の解嘱により、運営審議会委員は女性5名、

男性 9名の 14名となります。 

以上簡単な説明ではございますが、よろしく御

審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

異議なしと認め、報告第２１号「吹田市立青少

年クリエイティブセンター運営審議会委員の解嘱

について」を承認します。 

次に、日程第９「教育長報告」を議題とします。 

内容は、令和５年１１月市議会定例会提案の令



 

和５年度補正予算案（放課後子ども育成室所管

分）についてです。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇中村暢之放課後子ども育成室参事 

令和５年１１月市議会定例会提案の令和５年度

補正予算、放課後子ども育成室所管分について、

御報告申し上げます。 

議案書の７５ページをお願いいたします。 

歳出 （款）民生費 （項）児童福祉費 （目）児

童福祉総務費で２千円の増額でございます。 

内容といたしましては、令和４年度の国庫支出

金、「子ども・子育て支援体制整備総合推進事業

費補助金」につきまして、事業の実績額が交付決

定時の額を下回り、交付額に超過が生じたため、

国に返還するための補正予算を計上するものでご

ざいます。 

本補助金は、留守家庭児童育成室指導員等の

研修に係る経費について国庫補助を受けているも

のですが、研修の一部で職員が講師を務めたこと

により、講師謝礼金の支出が予定を下回り、支給

額に 5,000 円の超過が生じました。 

また、同じ補助金を活用する児童部保育幼稚園

室所管の事業において 3,000 円の不足が生じた

ため、5,000 円の超過と 3,000 円の不足を相殺

し、2,000 円を返還するものでございます。 

以上簡単な説明でございますが、御審議いただ

き、御承認いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件について、質問、御意見はござ

いませんか。 

 

〇西川俊孝教育長 

それでは、この件を承認することに御異議ござい

ませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇西川俊孝教育長 

  なければ、これで教育長報告を終わります。 

ではこれをもちまして本日の議事日程を終了い

たしましたので、令和 5 年 12 月定例教育委員会

会議を閉会いたします。 

 

 


